








1.緒言並びに研究目的

　心身障害児の臨床では,以前は子供を中心とした治療が行われ,発達評価が重

要な課題であったが,最近は親の指導を重視して,心身障害児とその家族がより

よく社会適応できることを目的にすべきであるとの認識が高まってきた。


